
川崎市
総合計画ニュース 第1号

H26.9.26

川崎市の新たな総合計画づくりを進めています。（平成26～27年度）

新たな総合計画の策定方針を定めました。（平成26年8月26日）

川崎市の新たな総合計画づくりの
取り組みの状況について、
定期的にお知らせします。

川崎市では、本市を取り巻く環境の変化にしっかりと対応し、誰もが幸せに暮らせる「最幸（さいこう）
のまち かわさき」を実現していくために、市民の皆さんの声をお聴きしながら、中長期的な視点で新たな
総合計画をつくります。

総合計画は、市政運営の基本的な理念や
方針などを体系的にまとめたもので、いわば川
崎市の将来に向けた道しるべと言えるもので
す。
新たな総合計画は、平成26,27年度の2年
間をかけて策定します。市民の皆さんの声を
お伺いする仕組みをたくさん用意し、「市民の
皆さんとともにつくる新たな総合計画」
として、市民の皆さんにより身近なものにしてい
きます。
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市の将来像
（今後30年程度を展望）

市政運営の考え方・政策の方向性
（概ね10年の長期計画）

具体的な取組の展開・区計画
（4年の中期計画）※第1期は2年

★策定のねらい
『成長と成熟の調和による持続可能な
最幸のまち かわさき』の実現をめざす
・「安心のふるさとづくり（成熟）」と 「力強い産
業都市づくり（成長）」の 調和により、市政を
バランスよく進める。

★策定にあたっての基本認識
①将来を見据えて乗り越えなければならない課題
・少子高齢化、人口減少への転換、生産年齢人口の減少
・厳しさが続く財政状況 ・老朽化の進む都市インフラ
・産業経済を取り巻く環境変化
・災害対策や環境問題などの重要な課題
・市民の主体的な取組を促し、地域でお互いに助け合う
仕組みの強化

②積極的に活用すべき川崎のポテンシャル
・交通・物流の利便性、先端産業・研究開発機関の集積、
豊富な文化・芸術資源等

③新たな飛躍に向けたチャンス
・国の成長戦略（国家戦略特区等）
・首都圏の活力（2020年の東京オリンピック・パラリンピック、
羽田空港のさらなる国際化等）

★策定にあたっての基本姿勢
①対話と現場主義
・策定プロセスの重視と参加手法の積極的導入
・職員参加におる計画策定

②持続可能な地域経営
・行財政改革に関する計画との連携
・収支見通し等を踏まえた事業計画の調整等に
よる実行性の確保

★計画期間
★策定推進体制
①川崎市総合計画策定推進本部（庁内）
・本部長：市長 ・副本部長：副市長
・本部会議（局長等） ・推進幹事会（部課長等）
・区本部
②川崎市総合計画有識者会議
・学識経験者6名程度
・ゲストアドバイザー等を招いたラウンドテーブル
の開催

③川崎市総合計画市民検討会議
・公募市民等
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市民の皆さんからご意見をお聴きしています。
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皆さんのご意見をお聴かせください。

★まちづくりカフェ
・区民祭に総合計画に関するブースを出展し、パネルに掲載した地域課題について、市民が共感する項目にシールを貼って
もらうシール投票を行いました。（7/27(日)高津区民祭にて開催）

【今後の予定】
・10/12(日) あさお区民まつり（麻生区役所）
・10/18(土) 幸区民祭（幸区役所）
・10/18(土) 多摩区民祭（生田緑地）
・10/19(日) 中原区民祭（等々力緑地）
・10/26(日) 宮前区民祭（宮前区役所）
・11/ 2(日) 市民祭り（富士見公園）

【開催状況】
・7/ 5(土) 川崎区（川崎市役所）
・7/20(日) 宮前区（宮前区役所）
・7/21(月) 幸区（幸区役所）
・8/ 9(土) 高津区（高津区役所）
・8/10(日) 麻生区（麻生区役所）
・8/23(土) 中原区（エポックなかはら）
・8/31(日) 多摩区（多摩区役所）

市のホームページで市民の皆さんからのご意見をお聴きしています。
（http://www.city.kawasaki.jp/200/page/0000059368.html）
市民フォーラム、市民集会などでもご意見をお聴きします。詳細が決まり
次第、市政だより・ホームページ等でご案内いたします。

★川崎の未来を考える市民検討会
・無作為抽出した各区600人から参加希望者を募り、このうち年代、性別等を考慮して30人ずつを
選び開催しました。
・午前のワールドカフェでは、7つのグループに分かれて、「まちの好きなところ」や「10年後のまち」について意見交換をしました。
途中で席替えをして新たなメンバーで意見交換することによって、より多くの意見が引き出されました。
・午後のグループワークでは、参加者の関心のあるテーマで4つのグループに分かれ、午前の議論を踏まえて意見交換を行い
ました。市民と行政の役割なども踏まえて、より深い意見交換が行われ、テーマごとに「まちの方向性」が共有されました。
最後にグループごとに発表を行いました。


